
１１月２０日（月）～２２日（水） 第１８回旅を楽しむ会 

北九州紅葉名所めぐり九年庵と豪華ホテルの旅 

 11月２０日 羽田空港に午前７：１０全員集合、寒いのでジャンバーや上着を着用と指示した女性添

乗員は現地で待つ。JALツアーカウンターで搭乗手続き開始。荷物チェックで、旅慣れた人たちが手

荷物の鋏、ナイフで珍しく止められた。私はうっかりしてスイスで購入した高価なゾーリンゲンナイフ

を没収された苦い経験を持つ。富士を眺め 2時間弱で到着した北九州空港は絶好の青空、太陽の

日差しを浴びながら、慶応義塾の恩師、福沢諭吉先生生誕の地、大分県中津川市を通過、一目八

景、耶馬渓の深部に入る。今年で一番きれいだと云うが、夏の高温と日照り続きで鮮やかさに欠け

る。バイキングデナーでコーナーを囲み、旅の会の１２名は声を抑えにぎやかに歓談する。別府湾面

の別府温泉レックスホテル泊 

 ２日目 快晴９時発、湯布院の小路を抜けて金鱗湖で紅葉を鑑賞後、日田・豆田を通り西渓公園に

向かう、ここは佐賀県多久市の管理する公園で資料館の館長が江戸時代の都名所図会（京都ガイド

マップ）の説明を始めた。当時は都見物が夢、絵図で旅を楽しむ会くつがなるの歴史物語である。今

夜は新幹線駅前のヒルトン長崎の豪華ホテル泊。夕食は思案橋の洋食を楽しむ、稲佐山から長崎

の夜景を楽しむ組とホテルの豪華風呂を楽しむ組に分かれた。 

 3日目気持ちいい青空 最終日は待望の九年庵、公開日が１週間程と決められて、その日が紅葉

最盛期と一致するかと心配されたが満点の時期にあたる。環境芸術の森で漆塗りの机に写る紅葉

と、猿回しを愉しみ、福岡空港で打ち上げを兼ねての夕食。いつもながら感心する。幸運な旅の会の

メンバーである。この１０年間 18回の国内海外の旅行で大降りの雨に遭遇したことがない。次は 12

月決定。参加者は岡川０９０－１４００－００７２迄 

   



         

 


